
…が、しかし感染拡大で

サロンは休止に…

福岡水巻看護助産学校の１年生５名が「地域の暮らし」についての
フィールドワークのため中間市に来てくれました。
課題は「認知症」と「地域」というワードを使っての発表。
発表の場は、地域で実施されているいきいきサロンです♥

「認知症 なかまで備え 支え合う」プロジェクト

看護学校実習生受け入れ

認知症予防については、外出の機会や人と話す機会を増やすのが効果的であること

が分かりやすく説明されてあり、後半は「ユニークしりとり」「連想ゲーム」など

楽しい時間でした。地域のみなさんに受け入れられやすいよう、工夫された跡が随

所に見える発表でした。

ビデオ撮影
しよう！

撮影した動画は

地域のみなさんに

お披露目します!

青空市場を体験して地域の人とふれあい、「地域でのつながりの大切さや楽しさを

実感できました。」と話してくれました。住み慣れた地域で安心して暮らし続ける

ためには、多くの人の力が必要だということを学んでもらえました♥

そして地域の活動を体験♪



「認知症 なかまで備え 支え合う」プロジェクト

中間市役所 市民ホール展示
～ 世界アルツハイマー月間 ～

世界アルツハイマー月間に合わせ、認知症について普及啓発を行うため中間市役所１

階市民ホールに展示コーナーを設けました。認知症のシンボルカラーであるオレンジ

色を基調に「認知症 なかまで備え 支え合う」プロジェクト、認知症、若年性認知症

について、中間市における認知症支援を「見える化」しました！

向こう
三軒両隣の
復活！

このまま！

子どもが
笑顔で
住めるまち

夢が叶う
中間市

車道と歩道を
広く

自然環境が
豊かな町！

わからないことを
周りの人が親切に
教えてくれる

みんなで仲間を
中間市に！

みんなと
あいさつ
し合う関係

　認知症になっても、どんなまちなら

　　　　　　　　暮らしやすいやすいですか？

期間中は多くの方が足を止め、設置した認知症ガイドブックやピアサポート資料を手

に取って見てくださいました。また交流会や講演会についての質問も多く寄せられ、

地域の皆さんの認知症への関心が高いことが分かりました。令和４年度のアルツハイ

マー月間は中間市にとって、大変貴重な取り組みになりました。






